
（様式2）

スポーツ・レクリエーション施設の
充実

16 3 1
施策体系

市民館費

3 CHECK

3

No

多彩な芸術文化とスポーツの振興 スポーツ・レクリエーションの振興

課名

事業実施の手段・手順

項
予算費目

款

細　目

支
出
内
訳

3,306,314

使用料及び賃借料

1

予算現額（円） 決算額（円）

4

市民館

事業の内容（対象・目的・意図）

会計種別

予算種別

3,512,000

地 方 債

そ の 他

県 支 出 金委託料 1,413,000

需用費 1,941,296

5

4 ACTION

2 DO

合　　　計

必 要 性

1,884,612
人 件 費 概 算

144,000

成 果 指 標 の 達 成 度有 効 性

人件費（円）

1,988,000

(      )

(  43)

84,671

1,955,000

（
割
合

）

財
源
内
訳 682,030

2,624,284(  57)

(      )

平成２３年度　事務事業評価シート

歳出

1,280,347

事業名 市民館管理運営事業（体育ホール）

10 教育費

市民館運営業務

改 善 策

(      )

3,306,314

経常

市民館体育ホールは、市民体育向上
の場として昭和４５年に完成した。ま
た、大規模な催物の会場としても利用
されている。開館後４２年が経過して
いるため施設の維持管理費に多くの経
費がかかる。

市民が安全・快適にスポーツに親し
める場を提供する。

条例・規則などに基づき公平・公正
な貸出事務を行う。また、日頃から
ホール内外の点検を心がけることによ
り、なるべく経費をかけないように早
めの施設整備を行う。

中項目（施策） 小項目（基本事業）

市民館管理運営費 一般会計

大項目（政策）

細々目 11

社会教育費 目

決算額（円）

継続

1 PLAN

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

事業の背景（事業が始まった経緯、現況）

歳入

活動指標

％

112

運営に必要な経費
※目標値（前年度実績）

目標値（単位） 実績値（単位）

国 庫 支 出 金

実績値B（単位）

成果指標
の到達度

（B/A）

成果指標

目標値A（単位）

体育ホールの利用者数

16,995（人）

予算現額（円）

15,178（人）

施設の老朽化に伴い随所に不良箇所が出てきており、多額の修繕料
がかかる。

施設の維持管理については、なるべく経費をかけないように日頃から
施設の保守点検を頻繁に行う。

一 般 財 源

合　　　計

1,524,000

3,307（千円）3,233（千円）

A　目標どおり達成している

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

A　有効性が高いA　必要性が高い

事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3,512,000

事務事業の評価

人工数（人役）

A

効 率 性

A　効率性が高い

A

課 題

計画どおり事業を進めることが適当

その他

計画どおり事業を進めることが適当

577



（様式2）

   

計画どおり事業を進めることが適当

その他

計画どおり事業を進めることが適当

A

効 率 性

B　効率性が認められる

A

課 題

7,676件7,200件

A　目標どおり達成している

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

A　有効性が高いA　必要性が高い

事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

46,170,473

事務事業の評価

人工数（人役）

体育施設利用者数

196,334件

予算現額（円）

190,000件

　施設・設備の老朽化に伴い、改善を要する箇所が多い。 　予算が思うように付かない中、年次的に改善を進めていく。

一 般 財 源

合　　　計

103

体育施設利用件数

目標値（単位） 実績値（単位）

国 庫 支 出 金

実績値B（単位）

成果指標
の到達度

（B/A）

成果指標

目標値A（単位）

決算額（円）

継続

1 PLAN

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

事業の背景（事業が始まった経緯、現況）

歳入

活動指標

％

中項目（施策） 小項目（基本事業）

体育施設維持管理費 一般会計

大項目（政策）

細々目 11

保健体育費 目

体育施設費

改 善 策

(      )

46,151,252

経常

スポーツ・レクリエーション振興の
観点から、従来から体育施設を順次設
置してきている。
当課管轄の体育施設の運営管理につ

いては、平成21年度から指定管理者制
度を導入している。

スポーツ・レクリエーションの振興
のため、関係施設の維持管理、運営を
行う。利用者の立場に立ち、より快適
な施設を目指す。

平成21年度から指定管理者制度を導
入している。中規模以上の修繕等につ
いては、市として対応している。

平成２３年度　事務事業評価シート

歳出

159,600

事業名 体育施設管理事業

10 教育費

21,873

（
割
合

）

財
源
内
訳

46,151,252(      )

(      )

人 件 費 概 算

281,000

成 果 指 標 の 達 成 度有 効 性

人件費（円）

46,170,473

(      )

(      )

261,779

需用費 159,600

補償補填金 21,873

6

4 ACTION

2 DO

合　　　計

必 要 性

1,510,250

46,170,473

地 方 債

そ の 他45,708,000 45,708,000

県 支 出 金

1

予算現額（円） 決算額（円）

3

生涯スポーツ課

事業の内容（対象・目的・意図）

会計種別

予算種別

予算費目
款

細　目

支
出
内
訳

46,151,252

役務費

委託料

No

多彩な芸術文化とスポーツの振興 スポーツ・レクリエーションの振興

課名

事業実施の手段・手順

項

スポーツ・レクリエーション施設の
充実

16 3 1
施策体系

体育施設費

3 CHECK

0.25

578



（様式2）

その他 ゼロ予算事業

AA
計画どおり事業を進めることが適当 計画どおり事業を進めることが適当

4 ACTION
課 題 改 善 策

サークルやスポーツ尐年団等が利用しているが、利用者間で施設の
利用方法で利害がぶつかることがある。

　利用者への指導、利害の調整を行う。

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い A　効率性が高い B　概ね目標を達成している

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.1 604,100

合　　　計 0 0 合　　　計 0 0

一 般 財 源 (      ) 0 0

そ の 他 (      )

(      )

県 支 出 金 (      )支
出
内
訳

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入 予算現額（円）

(      )

決算額（円）

18校 18校 8,200人 7,133
％

2 DO

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度

（B/A）解放学校数 利用人数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
87

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

スポーツ振興を図る上で、現在の体
育館等は利用者が多く、特に夕方は社
会人の方々の利用で飽和状態である。
そうした中で、小・中学校は小学校毎
に1校以上設置されており、地域住民に
とって利便性が高い。夕方以降は学校
の授業も終了しており、学校の施設を
開放してもらうことによって、地域住
民のスポーツ振興のために有効活用す
る。

学校体育施設を開放、有効活用する
ことにより、地域住民のスポーツ振興
を図る。

市内小・中学校の体育施設を学校行
事に支障がない範囲でスポーツ尐年団
や地域住民のスポーツ活動に開放す
る。

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　） 予算種別 継続 経常

1 保健体育総務費

細　目 1 体育振興費 細々目 1 体育振興費 会計種別 一般会計

事業名 学校体育施設開放事業

予算費目
款 10 教育費 項 6 保健体育費 目

0 No 2

小項目（基本事業）

16 多彩な芸術文化とスポーツの振興 3 スポーツ・レクリエーションの振興 1
スポーツ・レクリエーション施設の
充実

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策）

平成２３年度　事務事業評価シート 課名 生涯スポーツ課

579



（様式2）

   

その他 ゼロ予算事業

A
計画どおり事業を進めることが適当

A
計画どおり事業を進めることが適当

4 ACTION
課 題 改 善 策

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い A　効率性が高い A　目標どおり達成している

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.1 604,100

合　　　計 0 0 合　　　計 0 0

一 般 財 源 (      ) 0 0

そ の 他 (      )

(      )

県 支 出 金 (      )支
出
内
訳

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入 予算現額（円）

(      )

決算額（円）

2か所 2か所 700人 777人
％

2 DO

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度

（B/A）民間体育施設利用件数 民間体育施設利用者数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
111

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

市の体育施設だけでは実施できない大規
模のな大会の開催、または使用状況に実
施できない大会等のため、民間の体育施設
（山口東京理科大、中電グラウンド等）を活
用する。

市の施設だけでは対応できない大会等の
実施のため活用することにより、大会等の
スムーズな運営を確保し、スポーツの振興
を図る。

市の施設だけでは実施できない場合に
おいて、使用の依頼をする。使用料が必
要な場合もある。

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　） 予算種別 継続 経常

1 保健体育総務費

細　目 1 体育振興費 細々目 1 体育振興費 会計種別 一般会計

事業名 民間体育施設活用事業

予算費目
款 10 教育費 項 6 保健体育費 目

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策） 小項目（基本事業）

16 多彩な芸術文化とスポーツの振興 3 スポーツ・レクリエーションの振興 1
スポーツ・レクリエーション施設の
充実

平成２３年度　事務事業評価シート 課名 生涯スポーツ課 0 No 3

580



（様式2）

その他

A
計画どおり事業を進めることが適当

A
計画どおり事業を進めることが適当

4 ACTION
課 題 改 善 策

施設・設備の要改善箇所が多い中、予算が思うように付かず、利用者
に不便をかけている。

利用上の安全性に問題があるところを優先し、計画的・年次的に改善
を進めていく。

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い B　効率性が認められる A　目標どおり達成している

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.1 604,100

合　　　計 8,421,400 7,251,375 合　　　計 8,421,400 7,251,375

一 般 財 源 (      ) 8,421,400 7,251,375

備品購入費 508,000 409,050 そ の 他 (      )

(      )

委託料 935,000 231,000 県 支 出 金 (      )支
出
内
訳

需用費（修繕料） 267,400 149,625

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

工事請負費 6,711,000 6,461,700 地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入 予算現額（円）

(      )

決算額（円）

100% 81% 190,000人 196,334人
％

2 DO

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度

（B/A）関係予算査定額/関係予算要求額 年間体育施設利用者数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
103

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

体育施設・設備の補修・修繕等で中
規模以上のものについては、指定管理
者が行わず、市が直接行うことになっ
ている。平成23年度においては5件につ
いて予算が付き、実施した。

老朽化等で不都合が生じた施設・設
備について、改善、新規購入等し、利
用者の快適な利用に応える。

体育館屋根漏水補修工事　819,000円

赤崎運動広場　多目的トイレ整備工事
　　　　　　　　　　　5,873,700円
ランニングマシン修繕　　149,625円
エアロバイク更新 282,800
円
ボッチャ用具新規購入　　126,250円

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　） 予算種別 新規 臨時

3 体育施設費

細　目 1 体育施設費 細々目 1 体育施設維持管理費 会計種別 一般会計

事業名 体育施設設備　補修・修繕・更新・新規購入事業

予算費目
款 10 教育費 項 6 保健体育費 目

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策） 小項目（基本事業）

16 多彩な芸術文化とスポーツの振興 3 スポーツ・レクリエーションの振興 1
スポーツ・レクリエーション施設の
充実

平成２３年度　事務事業評価シート 課名 生涯スポーツ課 0 No 4

581



（様式2）

   

計画どおり事業を進めることが適当

その他

計画どおり事業を進めることが適当

A

効 率 性

A　効率性が高い

A

課 題

350件380件

A　目標どおり達成している

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

A　有効性が高いA　必要性が高い

事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3,491,000

事務事業の評価

人工数（人役）

各種大会参加者数

52,580人

予算現額（円）

50,000人

大会等の直接的な参加者だけでなく、一般観戦者も増やしていきた
い。

　ホームページを通してのPR等を進めていく。

一 般 財 源

合　　　計

105

各種大会開催数

目標値（単位） 実績値（単位）

国 庫 支 出 金

実績値B（単位）

成果指標
の到達度

（B/A）

成果指標

目標値A（単位）

決算額（円）

継続

1 PLAN

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

事業の背景（事業が始まった経緯、現況）

歳入

活動指標

％

中項目（施策） 小項目（基本事業）

体育振興費 一般会計

大項目（政策）

細々目 11

保健体育費 目

体育振興費

改 善 策

(      )

2,929,170

経常

市体育協会、各競技団体等の主体
的・協力的な活動により各種のスポー
ツ大会等を実施している。

多くの市民にスポーツをすることの
達成感や楽しさを体験してもらうとと
もに、コミュニティーの輪の拡大を図
る。

各競技団体の主体的・協力的な活動
により、パパさん・ママさんソフトバ
レーポール大会、クロッケー大会、市
民体育大会、市民ハイキング、その
他、各競技団体の大会を開催してい
る。

平成２３年度　事務事業評価シート

歳出

52,500

事業名 各種大会開催事業

10 教育費

74,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

2,929,170(      )

(      )

人 件 費 概 算

1,698,000

成 果 指 標 の 達 成 度有 効 性

人件費（円）

3,491,000

(      )

(      )

1,698,000

需用費 269,000

旅費　 0

6

4 ACTION

2 DO

合　　　計

必 要 性

1,721,930

3,491,000

地 方 債

そ の 他1,450,000 1,178,670

県 支 出 金

1

予算現額（円） 決算額（円）

1

生涯スポーツ課

事業の内容（対象・目的・意図）

会計種別

予算種別

予算費目
款

細　目

支
出
内
訳

2,929,170

委託料

負担金、補助及び交付金

No

多彩な芸術文化とスポーツの振興 スポーツ・レクリエーションの振興

課名

事業実施の手段・手順

項

スポーツ・レクリエーション活動の
推進

16 3 2
施策体系

保健体育総務費

3 CHECK

0.4
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（様式2）

   

その他

AA
計画どおり事業を進めることが適当 計画どおり事業を進めることが適当

4 ACTION
課 題 改 善 策

スポーツに馴染みのない方々に対して、その方々の能力、適性に応じ
たスポーツに参加させ、スポーツをすることの喜びを体験させる事業を
進めたい。
　本市としてのスポーツ推進計画の策定。

　ニュースポーツ等の啓発・普及を図る。
総合型地域スポーツクラブを増やしていくため、クラブの立ち上げ支

援を今後も進めていく。
　スポーツ推進計画策定に向け、スポーツ推進委員へ意見聴取。

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い A　効率性が高い A　目標どおり達成している

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.35 1,419,880

合　　　計 1,902,400 1,720,300 合　　　計 1,902,400 1,720,300

一 般 財 源 (      ) 1,902,400 1,720,300

使用料及び賃借料 89,000 77,300 そ の 他 (      )

(      )

旅費 15,400 0 県 支 出 金 (      )支
出
内
訳

報奨金 132,000 0

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

委託料 1,666,000 1,643,000 地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入 予算現額（円）

(      )

決算額（円）

380件 350件 50,000人 52,580人
％

2 DO

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度

（B/A）年間各種大会開催数 各種大会参加者数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
105

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

体を動かすことが少なくなっている
現代社会の中で、市民にスポーツにふ
れあう、親しむ機会を提供するため、
いくつかのスポーツの初心者教室の開
催や、総合型地域スポーツクラブの立
ち上げなどをバックアップしている。

本事業により、市民に、各々の関
心、適性等に応じて、日常的にスポー
ツに親しみ、楽しめるようにし、心身
の健全な発達、健康の保持増進、精神
的な充足感を持ってもらう、コミュニ
ティーの輪を広げてもらう、などを意
図している。

いくつかのスポーツの初心者教室の
開催、市民ハイキングなどを企画して
いる。
総合型地域スポーツクラブの立ち上

げをバックアップしている。

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　） 予算種別 継続 経常

1 保健体育総務費

細　目 1 体育振興費 細々目 1 体育振興費 会計種別 一般会計

事業名 スポーツふれあい事業

予算費目
款 10 教育費 項 6 保健体育費 目

0 No 2

小項目（基本事業）

16 多彩な芸術文化とスポーツの振興 3 スポーツ・レクリエーションの振興 2
スポーツ・レクリエーション活動の
推進

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策）

平成２３年度　事務事業評価シート 課名 生涯スポーツ課
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（様式2）

  

　

その他

A
計画どおり事業を進めることが適当

A
計画どおり事業を進めることが適当

4 ACTION
課 題 改 善 策

平成23年に「スポーツ基本法」が施行され、今後、スポーツ推進委員
への任務・活動が増えていくが、本市のスポーツ推進委員への報酬
は、他市に比べ極端に尐なく、活動が進めにくい面がある。

　関係資料を収集し、共通理解を進める中で、予算確保を図る。

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い B　効率性が認められる B　概ね目標を達成している

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.8 2,749,390

合　　　計 2,239,600 2,076,523 合　　　計 2,239,600 2,076,523

一 般 財 源 (      ) 2,239,600 2,076,523

負担金、補助及び交付金 1,927,000 1,787,553 そ の 他 (      )

(      )

旅費 2,600 2,600 県 支 出 金 (      )支
出
内
訳

報酬 288,000 265,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

需用費 22,000 21,370 地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入 予算現額（円）

(      )

決算額（円）

13回 12回 200人 171人
％

2 DO

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度

（B/A）年間研修会開催数 年間研修会参加者数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
86

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

スポーツの推進・啓発のため、競技団体・
競技指導者の育成・支援を行っている。

また、スポーツ推進委員協議会を通じて、
委員の資質の向上、スポーツの推進・啓発
を図っている。

団体・指導者の育成・支援を通じて、広く
市民へスポーツの推進、スポーツを通じた
青尐年の健全育成を図っている。

体育協会加盟競技団体については、従来に
比べ大会等の運営の自主自立が進んでいる
が、指導者の育成を通じ、今後もこの方向を
進めていく。

また、スポーツ推進委員協議会の事務局と
いう立場から、委員への各種研修会への参
加を促し、委員の資質向上を図る。

スポーツ尐年団本部事務局という立場か
ら、団指導者への研修会等への参加を促す
等、指導者の資質の向上を図る。

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　） 予算種別 継続 経常

1 保健体育総務費

細　目 1 体育振興費 細々目 1 体育振興費 会計種別 一般会計

事業名 団体・指導者等育成・支援事業

予算費目
款 10 教育費 項 6 保健体育費 目

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策） 小項目（基本事業）

16 多彩な芸術文化とスポーツの振興 3 スポーツ・レクリエーションの振興 2
スポーツ・レクリエーション活動の
推進

平成２３年度　事務事業評価シート 課名 生涯スポーツ課 0 No 3
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（様式2）

スポーツによるまちづくりの推進16 3 3
施策体系

企画費

3 CHECK

0

No

多彩な芸術文化とスポーツの振興 スポーツ・レクリエーションの振興

課名

事業実施の手段・手順

項
予算費目

款

細　目

支
出
内
訳

22,000,000

1

予算現額（円） 決算額（円）

9

企画係企画課

事業の内容（対象・目的・意図）

会計種別

予算種別

32,000,000

地 方 債

そ の 他

県 支 出 金

負担金 22,000,000

1

4 ACTION

2 DO

合　　　計

必 要 性

0
人 件 費 概 算

成 果 指 標 の 達 成 度有 効 性

人件費（円）

32,000,000

(      )

(      )

32,000,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

22,000,000(      )

(      )

平成２３年度　事務事業評価シート

歳出

事業名 山口県立おのだサッカー交流公園協会支援事業

2 総務費

企画費

改 善 策

(      )

22,000,000

臨時

平成１８年度の山口県立おのだサッ
カー交流公園の完成及び供用開始に伴
い、県民が安全かつ円滑に利用できる
よう適正な管理運営を行うため、管理
運営費に対する負担金を支出する必要
が生じた。管理運営費については、山
口県及び広域圏市町との連携協議の中
で、山口県立おのだサッカー交流公園
が設置される山陽小野田市が負担する
ことに決まっている。

スポーツとのふれあいの場を提供し、
スポーツ活動を通じて県民の交流及び
連携を促進する。施設の適正な管理運
営を行うことにより、利用者数の増大
を図る。
平成23年度は、おいでませ山口国体・
大会サッカー競技の会場となる。

山口県立おのだサッカー交流公園の指
定管理者として山口県から指定を受け
ている県立おのだサッカー交流公園運
営協会の、グラウンドなどの維持管理
や使用受付事務などの管理運営費に対
する負担金を支出し、管理運営が適切
に行われているかを監査報告等により
確認する。

中項目（施策） 小項目（基本事業）

企画費 一般会計

大項目（政策）

細々目 11

総務管理費 目

決算額（円）

継続

1 PLAN

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

事業の背景（事業が始まった経緯、現況）

歳入

活動指標

％

104

負担金の支出（3回に分けて支出）

目標値（単位） 実績値（単位）

国 庫 支 出 金

実績値B（単位）

成果指標
の到達度

（B/A）

成果指標

目標値A（単位）

利用件数　【利用者数】

690　（件）
【55,956　（人）】

予算現額（円）

660　（件）
【35,400　（人）】

特になし 特になし。

一 般 財 源

合　　　計

3　（回）3　（回）

A　目標どおり達成している

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

A　有効性が高いA　必要性が高い

事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

32,000,000

事務事業の評価

人工数（人役）

A 管理運営について、グラウンドなどの維持管理や使用受付
事務などが適切に行われており、今後も事業を継続する。

効 率 性

A　効率性が高い

A

課 題

計画どおり事業を進めることが適当

その他
・平成21年度に山口県事業において、多目的グラウンドに人工芝が敷設された。
・平成23年度、おいでませ山口国体・山口大会のサッカー競技会場として利用され、交流人口の増加につながった。

計画どおり事業を進めることが適当
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（様式2）

事業の抜本的な見直し又は休止・廃止の検討が必要

その他

計画どおり事業を進めることが適当

A
A評価であるが平成２３年度で終了 平成２３年度で終了

効 率 性

A　効率性が高い

C

課 題

６５３（人）５００（人）

A　目標どおり達成している

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

A　有効性が高いA　必要性が高い

事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

92,064,000

事務事業の評価

人工数（人役）

本大会観覧者数

１４，０１７（人）

予算現額（円）

９，９００（人）

61,194,000

一 般 財 源

合　　　計

30,172,000

100

本大会実施本部員数

目標値（単位） 実績値（単位）

国 庫 支 出 金

実績値B（単位）

成果指標
の到達度
（B/A）

成果指標

目標値A（単位）

決算額（円）

継続

1 PLAN

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　スポーツ基本法　　　　）

事業の背景（事業が始まった経緯、現況）

歳入

活動指標

％

中項目（施策） 小項目（基本事業）

国民体育大会費 一般会計

大項目（政策）

細々目 11

総務管理費 目

国民体育大会費

改 善 策

61,194,000(      )

91,591,195

臨時

平成２３年山口県で第６６回国民体育
大会「おいでませ！山口国体」及び第
１１回全国障害者スポーツ大会「おい
でませ！山口大会」が開催された。
当市では、国体ではサッカー・ゴル
フ・軟式野球の３競技、大会ではサッ
カー競技の会場地となった。

レベルの高いスポーツ競技を市民に観
戦させること、また、ボランティアを
含め大会運営に参加することにより、
スポーツへの関心を高め、スポーツ振
興に繋げる。

実行委員会のもと実施本部（大会運営
ボランティアを含む）を組織し、より
よい競技環境と円滑な大会運営を行
う。
今年度は、昨年度のリハーサル大会の
検証を踏まえ本大会を開催する。

平成２３年度　事務事業評価シート

歳出

352,800

事業名 「おいでませ！山口国体・山口大会」開催事業

2 総務費

91,427,000

（
割
合

）

財
源
内
訳 30,183,675

213,520(      )

(      )

人 件 費 概 算

190,000

成 果 指 標 の 達 成 度有 効 性

人件費（円）

698,000

(      )

(      )

165,127

使用料及び賃借料 353,000

負担金、補助及び交付金 91,017,984

1

4 ACTION

2 DO

合　　　計

必 要 性

47,713,218

92,064,000

地 方 債

そ の 他94,000 55,284

県 支 出 金

1

予算現額（円） 決算額（円）

22

生涯スポーツ課

事業の内容（対象・目的・意図）

会計種別

予算種別

予算費目
款

細　目

支
出
内
訳

91,591,195

需用費

役務費

No

多彩な芸術文化とスポーツの振興 スポーツ・レクリエーションの振興

課名

事業実施の手段・手順

項

スポーツによるまちづくりの推進16 3 3
施策体系

国民体育大会費

3 CHECK

9.5
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（様式2）

スポーツによるまちづくりの推進16 3 3
施策体系

保健体育総務費

3 CHECK

0.65

No

多彩な芸術文化とスポーツの振興 スポーツ・レクリエーションの振興

課名

事業実施の手段・手順

項
予算費目

款

細　目

支
出
内
訳

2,191,075

1

予算現額（円） 決算額（円）

1

生涯スポーツ課

事業の内容（対象・目的・意図）

会計種別

予算種別

2,206,925

地 方 債

そ の 他

県 支 出 金負担金、補助及び交付金 1,150,000

需用費 1,041,075

6

4 ACTION

2 DO

合　　　計

必 要 性

2,537,710
人 件 費 概 算

成 果 指 標 の 達 成 度有 効 性

人件費（円）

2,206,925

(      )

(      )

1,056,925

（
割
合

）

財
源
内
訳

2,191,075(      )

(      )

平成２３年度　事務事業評価シート

歳出

1,150,000

事業名 高校サッカーフェスティバル開催事業

10 教育費

体育振興費

改 善 策

(      )

2,191,075

経常

昭和57年3月、当時、小野田工業高校が
主催し開催された大会を第１回目とし
て、第10回目からは、市が主催となっ
たもの。
現在は、市の総合計画の中に組み込ま
れ、「サッカーを中心としたまちづく
り」の一番大きな事業となっている。

京都以西、西日本を中心に各地の高校
サッカーチームが集まり、交流試合を
行う。本事業を実施する中で、選手
間・指導者間・地域間交流が図られて
いる。

京都以西、西日本を中心に県外有力校
35チーム前後、県内校15チーム前後、
総参加人数1,500人前後が参加し、市
内10会場、4日間の交流試合を行う。
市サッカー協会や近郷高校サッカー指
導者の協力により運営できている。
第１日目、関係者を集め、レセプショ
ンを行う。

中項目（施策） 小項目（基本事業）

体育振興費 一般会計

大項目（政策）

細々目 11

保健体育費 目

決算額（円）

継続

1 PLAN

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

事業の背景（事業が始まった経緯、現況）

歳入

活動指標

％

168

参加校数

目標値（単位） 実績値（単位）

国 庫 支 出 金

実績値B（単位）

成果指標
の到達度

（B/A）

成果指標

目標値A（単位）

参加者数

1,675人

予算現額（円）

1,000人

当事者間の交流、経済波及効果など大きな成果をあげているが、一
般観戦者が少ない。

　一般観戦者が集まる関連イベントの企画・実施。

一 般 財 源

合　　　計

48校50校

A　目標どおり達成している

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

A　有効性が高いA　必要性が高い

事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

2,206,925

事務事業の評価

人工数（人役）

A
本事業を通じ、「サッカーによるまちづくり」を進めていく。

効 率 性

A　効率性が高い

A

課 題

計画どおり事業を進めることが適当

その他

計画どおり事業を進めることが適当
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（様式2）

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策）

平成２３年度　事務事業評価シート 課名 生涯スポーツ課 0 No 2

小項目（基本事業）

16 多彩な芸術文化とスポーツの振興 3 スポーツ・レクリエーションの振興 3 スポーツによるまちづくりの推進

事業名 スポーツ教室開催事業

予算費目
款 10 教育費 項 6 保健体育費 目 1 保健体育総務費

細　目 1 体育振興費 細々目 1 体育振興費 会計種別 一般会計

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　） 予算種別 継続 経常

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

県立おのだサッカー交流公園を中心
として、有名選手・指導者を招いての
スポーツ教室を開催することにより、
有名選手等を身近に感じて、スポーツ
への愛着を強め、技能向上を図るも
の。

各競技の有名選手・指導者を招いて
の教室等の開催により、参加者がス
ポーツへの興味・愛着を高め、技能を
向上させめことができる。また、市と
しての情報発信ができる。

各競技団体が主体になって、有名選
手・指導者を招いてのスポーツ教室や
講演を企画・運営する。

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度

（B/A）年間教室等開催回数 年間教室等参加者数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
113

予算現額（円）

(      )

決算額（円）

3講座 3講座 300人 340人
％

2 DO

地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入

支
出
内
訳

報償金 420,000 380,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金 (      )

県 支 出 金 (      )

380,000

そ の 他 (      )

合　　　計 420,000 380,000

一 般 財 源 (      ) 420,000

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.4 1,490,440

合　　　計 420,000 380,000

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い A　効率性が高い A　目標どおり達成している

4 ACTION
課 題 改 善 策

　一般市民への周知率が低い。 　ホームページ等を利用してのPRの実施。

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

その他

AA
計画どおり事業を進めることが適当 計画どおり事業を進めることが適当
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（様式2）

平成２３年度　事務事業評価シート 課名 生涯スポーツ課 0 No 3

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策） 小項目（基本事業）

16 多彩な芸術文化とスポーツの振興 3 スポーツ・レクリエーションの振興 3 スポーツによるまちづくりの推進

事業名 県立おのだサッカー交流公園運営協会業務

予算費目
款 10 教育費 項 6 保健体育費 目 1 保健体育総務費

細　目 1 体育振興費 細々目 1 体育振興費 会計種別 一般会計

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　） 予算種別 継続 経常

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

平成18年7月に県立おのだサッカー交流
公園が完成したことに伴い、本市・宇部市・
美祢市の広域で組織する県立おのだサッ
カー交流公園運営協会が指定管理者と
なった。

生涯スポーツ課で実際の業務を行ってい
る。現在の指定管理期間は平成23年4月～
平成28年3月である。

宇部・美祢・山陽小野田広域圏住民を主
な利用対象とし、サッカー競技を中心に、子
供から高齢者まで楽しく利用していただき、
スポーツ交流のまちづくりに資するものとす
る。

指定管理者の業務を行っている。利用
者の立場に立った運営、施設管理を行っ
ている。

サッカー以外のスポーツやイベントにも
多く活用していただくよう、PRに努める。

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度

（B/A）年間交流公園利用件数 年間交流公園利用者数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
119

予算現額（円）

(      )

決算額（円）

800件 856件 50,000人 59,469人
％

2 DO

地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入

支
出
内
訳

負担金、補助及び交付金 432,000 432,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金 (      )

県 支 出 金 (      )

432,000

そ の 他 (      )

合　　　計 432,000 432,000

一 般 財 源 (      ) 432,000

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.9 2,196,040

合　　　計 432,000 432,000

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い A　効率性が高い A　目標どおり達成している

4 ACTION
課 題 改 善 策

施設利用については、土・日は大会等が多く入っている。また、平日も
夕方は各団体・クラブチームの練習等でほとんどタイトな利用となって
いるが、平日の日中の利用が少ない。

日中自由時間のある高齢者等の多目的利用を促進するためのPRを
図る。

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

その他

A
計画どおり事業を進めることが適当

A
計画どおり事業を進めることが適当
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